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推進計画評価シート 

 

 

（１）基本的施策 

基本的施策 

多様な分野との連携 

文化芸術が堺市の子育て、福祉等様々な分野に影響を及ぼすものであることに鑑

み、文化芸術を活用した施策の推進を測ります。 

目標達成状況 

評価指標（A） 目標値 
実績 

H28 H29 H30 H31 H32 

連携事業数 
20 

事業 

36 

事業 

38 

事業 

36 

事業 
  

       

 

（２）具体的取組 

 担当課 障害施策推進課 

具体的取組 健康福祉プラザ事業（文化芸術事業） 

事業概要 

 文化芸術教室 

文化芸術活動に興味や関心があり、障害のある方を対象に個性や感性を

作品に表現し、オリジナリティのある作品作りをすることを目的として

文化芸術教室を開催する。 

また、教室の参加者をはじめ、文化芸術活動に興味や関心のある障害の

ある方や関係者に対して、作品展の開催情報等を収集し、出展支援を行

う。 

 プラザアートフェスティバル 

堺市内で文化芸術活動に取り組んでいる障害のある方を対象に、芸術作

品を募集し、出展された全作品をプラザアートフェスティバルの中で展

示する。 

また、障害のある方の文化芸術活動に関わる有識者や支援者等による講

演・シンポジウムや、障害のある方の文化芸術を振興する団体等の協力

を得て、芸術性の高い作品等の展示会も併せて開催する。 

 障害者アートセミナー 

市内の障害者施設や特別支援学校等で、障害のある方の文化芸術活動に

関わる支援者を対象として、障害者と一緒になってモノづくり等の事例

紹介や地域における障害者アート等に対する理解を深めるセミナーを開

催する。 

具体的取組の達成度

を測る評価指標 

※基本的施策の 

評価指標を踏まえて

設定すること 

具体的取組指標（B） 
目標値 実績値 

H30 H29 H30 

利用者数 113,000 人 113,674 人 111,138 

①「文化芸術振興事業」及び「自主事

業」の合計実施回数②合計参加者数 

①43 回 

②2,400 人 

①58 回 

②2,195 人 

① 58 回 

② 2,264 人 
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（２）具体的取組 

上記目標値達成に 

向けた特筆すべき取組 

実施予定の取組 

（平成 30年度） 

 文化芸術教室 

文化芸術活動に興味や関心があり、障害のあ

る方を対象に個性や感性を作品に表現し、オ

リジナリティのある作品作りをすることを

目的として、「障害者のためのアートスクー

ル」、「絵画教室」、「陶芸教室初級編」、「陶芸

教室中級編」、「パステルアート教室」、「書道

教室」等を開催する。 

また、文化芸術教室の参加者をはじめ、文化

芸術活動に興味や関心のある障害のある方

や関係者に対して、作品展の開催情報等を収

集し、出展支援を行う。 

 プラザアートフェスティバル 

堺市内で文化芸術活動に取り組んでいる障

害のある方を対象に、芸術作品を募集し、出

展された全作品をプラザアートフェスティ

バルの中で展示する。 

また、障害のある方の文化芸術活動に関わる

有識者や支援者等による講演・シンポジウム

や、障害のある方の文化芸術を振興する団体

等の協力を得て、芸術性の高い作品等の展示

会も併せて開催する。 

 障害者アートセミナー 

市内の障害者施設や特別支援学校等で、障害

のある方の文化芸術活動に関わる支援者を

対象として、障害者と一緒になってモノづく

り等の事例紹介や地域における障害者アー

ト等に対する理解を深めるセミナーを開催

する。 

上記目標値達成に 

向けた特筆すべき取組 

取組実績 

（平成 30年度） 

 文化芸術教室 

陶芸や絵画などの文化芸術教室を年間 56 回

開催し、延べ 438 名の参加があった。 

 プラザアートフェスティバル 

「第５回プラザアートフェスティバル」で

は、応募数１８２点、出展数１７９点の作品

があり、展示期間中の来場者数は、前年度よ
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りも増の約 1,800 名の来場者で賑わった。ま

た、社会福祉法人明桜会すたじおぽっちの室

本早知氏、特定非営利活動法人 100 年福祉会

片山工房理事長新川修平氏、川本尚美氏を招

き、「障害とアートの前に伝えたいこと」を

テーマに講演会を行った。 

 障害者アートセミナー 

26 名の参加があり、特定非営利活動法人 100

年福祉会片山工房理事長新川修平氏、義足の

女優＆ダンサーとして活動している森田か

ずよ氏によるパネルディスカッションなど

を行った。 

今後の取組の方向性 

（令和元年度以降） 

 文化芸術教室 

文化芸術活動に興味や関心があり、障害のあ

る方を対象に個性や感性を作品に表現し、オ

リジナリティのある作品作りをすることを

目的として、「障害者のためのアートスクー

ル」、「絵画教室」、「陶芸教室初級編」、「陶芸

教室中級編」、「パステルアート教室」、「書道

教室」の６教室を開催する。 

また、文化芸術教室の参加者をはじめ、文化

芸術活動に興味や関心のある障害のある方

や関係者に対して、作品展の開催情報等を収

集し、出展支援を行う。 

 プラザアートフェスティバル 

堺市内で文化芸術活動に取り組んでいる障

害のある方を対象に、芸術作品を募集し、出

展された全作品をプラザアートフェスティ

バルの中で展示する。 

また、障害のある方の文化芸術活動に関わる

有識者や支援者等による講演・シンポジウム

や、障害のある方の文化芸術を振興する団体

等の協力を得て、芸術性の高い作品等の展示

会も併せて開催する。 

 障害者アートセミナー 

市内の障害者施設や特別支援学校等で、障害

のある方の文化芸術活動に関わる支援者を
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対象として、障害者と一緒になってモノづく

り等の事例紹介や地域における障害者アー

ト等に対する理解を深めるセミナーを開催

する。 

 


